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出
野
尚
紀

匹
以
ミ
同
色
誌
、
H
也、
p
h

は
じ
め
に

東
洋
大
学
の
学
祖
井
上
園
了
(

1

)

(

以
下
円
了
)
の
著
作
の
一
つ
に
『
外
道
哲
学
」

(2)

が
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
を
書
い
た
の
か
。
構

成
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。
先
行
研
究
や
参
考
文
献
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
使
っ
た
の
か
。
当
時
、
円
了
以
外
に
イ

ン
ド
哲
学
に
つ
い
て
ま
と
め
た
り
、
紹
介
し
た
り
し
た
人
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
た
い
。

幕
末
の
開
国
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
易
で
手
に
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
語
で
出
版
さ
れ
た
実
学
書
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ま
で
の

蘭
学
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
物
を
学
ぶ
機
会
を
得
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
な
か
っ
た
た
め
、
新
た
に
知
っ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
概
念
に
た
い
し
て
、
意
味
を
規
定
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
儒
教
的
知
見
に
基
づ
き
漢
文
を

充
分
に
操
れ
た
当
時
の
学
者
た
ち
は
、
漢
語
を
利
用
し
て
意
味
を
派
生
さ
せ
た
り
、
漢
字
を
新
た
に
組
み
合
わ
せ
て
意
味
を
表
す
熟

語
を
作
っ
た
り
と
い
う
こ
と
を
行
っ
た
。
そ
う
し
た
概
念
の
な
か
に
、
西
周
が
、
明
治
七
(
一
八
七
四
)
年
に
『
百
一
新
論
』
の
な

か
で
、
「
賢
哲
を
愛
し
希
求
す
る
」
と
い
う
意
味
で
英
語
の
司

E
g
o
Z可
か
ら
訳
語
と
し
て
創
り
出
し
た
「
哲
学
」
が
あ
る
。
「
哲

学
」
を
特
定
の
命
題
に
対
し
て
根
本
を
突
き
詰
め
て
い
く
の
み
な
ら
ず
、
人
間
観
、
世
界
観
ま
で
に
わ
た
る
理
論
的
基
礎
を
獲
得
す

る
学
問
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
円
了
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
、
そ
れ
ま
で
日
本
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
っ
て
い
た
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イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
離
れ
て
、
純
粋
に
学
問
的
真
理
を
求
め
る
こ
と
と
、
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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そ
も
そ
も
円
了
は
、
越
後
国
の
真
宗
末
寺
の
長
男
と
し
て
、
嘉
永
七
(
一
八
五
四
)
年
に
日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
開
国
し
た
ば

し
か
し
、
同
じ
越
後
国
内
の
新
潟
港
が
日
米
修
好
通
商
条
約
で
開
ら
か
れ
た

港
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
円
了
に
は
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
、
仏
教
だ
け
で
は
な
く
儒
教
と
英
語
に
よ
る
西
洋
伝
来
の
学

か
り
で
あ
る
安
政
五
(
一
八
五
八
)
年
に
生
ま
れ
た
。

聞
や
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぶ
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た
。
教
団
か
ら
の
使
命
と
し
て
京
都
教
師
教
校
、
東
京
大
学
と
新
潟
を
離
れ
て
学
ん

だ
。
と
く
に
東
京
大
学
で
は
、
教
団
立
て
直
し
の
た
め
に
西
洋
思
想
を
学
ぶ
、
孫
子
に
い
う
「
彼
を
知
り
己
を
知
る
」
と
い
う
こ
と

を
行
っ
た
。
そ
う
し
て
、
円
了
は
、
維
新
と
海
外
知
識
の
取
得
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
概
念
か
ら
の
転
換
を
身
に
付
け

る
必
要
性
を
感
じ
た
か
ら
こ
そ
、
哲
学
の
啓
蒙
と
い
う
こ
と
に
一
生
涯
を
賭
け
よ
う
企
図
し
た
の
で
あ
る
う
。

し
か
し
、

一
方
で
自
分
が
仏
教
徒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
(3)

の
二
つ
の
も
、
円
了
の
中

で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
。
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
五
(
一
九

O
二
)
年
十
一
月
か
ら
翌
年
七
月
に
か
け
て

行
っ
た
二
回
目
の
世
界
旅
行
の
際
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
西
回
り
で
赴
い
た
途
次
に
イ
ン
ド
に
立
ち
寄
り
、
亜
大
陸
を
陸
路
で
横
断
し
、

当
時
の
日
本
人
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
か
っ
た
仏
跡
参
拝
を
行
っ
た
。
十
二
月
十
四
日
に
コ
ル
カ
タ
(4)

に
到
着
し
、
同
月

二
十
三
日
に
、

一
八
日
に
コ
ル
カ
タ
か
ら
の
、
ダ

1
ジ
リ
ン
行
に
同
行
し
た
河
口
慧
海
を
同
行
者
と
し
て
コ
ル
カ
タ
を
発
ち
、
翌
日
、

ガ
ヤ
ー
か
ら
大
谷
光
瑞
に
随
伴
し
て
プ
ッ
ダ
ガ
ヤ

l
を
詣
で
、
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ

l

パ
ン
キ
ポ
ー
ル
駅
で
藤
井
宣
正
(5)

と
会
い
、

川
両
岸
を
迫
遥
し
て
い
る
(
6
)
O

そ
の
な
か
で
、
プ
ッ
ダ
ガ
ヤ

l
で
作
っ
た
詩
で
は
、

「
遠
来
常
道
地
、
傭
仰
思
何
窮
」

(7)

と
感
歎

き
わ
ま
り
な
い
気
持
ち
を
詠
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
五
(
一
九
二
一
)
年
、
大
正
元
年

の
七
月
八
月
の
明
治
天
皇
の
崩
御
の
前
後
に
は
、
箱
根
に
避
暑
と
著
述
を
か
ね
て
赴
い
て
い
た
が
、
「
十
六
日
、
家
事
の
た
め
に
雨

そ
の
後
、
聖
天
子
御
不
例
に
わ
た
ら
せ
る
る
を
聞
き
、
登
山
を
見
合
わ
せ
た
り
。

を
お
か
し
て
帰
京
せ
る
に
、

い
よ
い
よ
御
危
急
の



報
を
聞
き
、
和
田
山
哲
学
堂
に
立
て
こ
も
り
、
御
回
復
を
祈
り
し
も
、
間
も
な
く
崩
御
の
凶
報
を
拝
受
し
、
驚
惇
恐
懐
お
く
と
こ
ろ

を
知
ら
ず
。
拙
作
を
も
っ
て
敬
弔
謹
悼
の
至
情
を
表
し
奉
る
」

(B)

と
、
状
況
が
異
な
っ
た
と
は
い
え
、
昭
和
天
皇
不
例
の
さ
い
の

社
会
状
況
を
大
き
く
超
え
た
慌
て
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
明
治
天
皇
を
偲
ん
で
「
哲
学
堂
内
に
寵
居
し
て
、
謹
悼

敬
弔
の
微
弔
を
表
し
奉
り
」

(9)

と
、
謹
慎
し
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
円
了
は
自
身
の
信
条
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
年
に
「
仏
教
活
論
序
論
』
に
お
い
て
「
護
国
愛
理
」
を
挙
げ
て
お
り
、
学
者

で
な
く
と
も
人
と
し
て
真
理
を
追
い
求
め
る
こ
と
と
、
人
間
と
し
て
国
を
護
り
社
会
に
尽
く
す
こ
と
は
、
「
卵
が
先
か
鶏
が
先
か
」

と
同
じ
く
、
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
事
柄
で
あ
る
と
い
い
、
「
護
国
愛
理
は
一
に
し
て
こ
な
ら
ず
」
(
担
と
し
て
い
る
。
し

そ
の
向
い
て
い
る
方
向
は
反
対
な
の
で
、
同
時
に
で
き
る
人
は
い
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
べ
き
だ
と
し
、

か
し
、

自
分
は
愛
理
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
行
)
。
当
時
「
護
国
」
と
い
う
考
え
方
が
表
明
さ
れ
た
の
に
は
、
例
え
ば
、
福
沢
諭
吉
の
『
西

洋
事
情
』
や
、
久
米
正
武
の
『
米
欧
回
覧
実
記
』
な
ど
で
示
さ
れ
た
工
業
化
が
進
ん
だ
社
会
の
姿
と
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
の
清
の
状
況

の
影
響
か
ら
、
「
日
本
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国
主
義
国
家
に
よ
っ
て
清
の
よ
う
な
草
刈
り
場
に
さ
れ
る
危
険
性
が
高
い
」
と
い
う

危
機
意
識
か
ら
「
不
覇
独
立
」
と
い
う
意
志
が
、
イ
ン
テ
リ
層
を
中
心
に
存
在
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
(
担
。
そ
の
円
了
な

り
の
方
策
の
一
端
が
、
歴
史
的
に
学
問
的
知
識
が
し
っ
か
り
備
わ
っ
た
文
明
国
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
考
え
も
つ
円
了
が
提
出
し
た
博
士
号
論
文
が
「
仏
教
哲
学
系
統
論
」
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
仏
教
だ
け
で
な

く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
!
の
正
統
派
も
同
じ
よ
う
に
イ
ン
ド
派
生
の
哲
学
学
派
と
見
ら
れ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。
『
外
道
哲
学
』
が
ま
と
め

ら
れ
る
ま
で
に
、
円
了
は
イ
ン
ド
哲
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
知
見
を
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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1
.
当
時
の
イ
ン
ド
学
受
容

98 

さ
て
、
日
本
に
お
い
て
、
「
印
度
」
は
、
直
接
的
な
人
的
交
涜
が
皆
無
に
近
か
っ
た
(
担
た
め
、
仏
教
の
経
論
に
よ
る
知
識
の
受

容
に
よ
っ
た
。
そ
し
て
、
印
度
は
仏
教
と
い
う
バ
イ
ア
ス
ぱ
か
か
っ
た
「
印
度
」
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
端
を
発
す
る
伝
統
を
保
持

す
る
ヒ
ン
ド
ゥ

l
の
正
統
的
な
哲
学
学
派
は
「
外
道
」
と
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
上
、
漢
文
に
翻
訳
さ
れ
た
上
で
、
日
本
に
ま
で
伝

わ
っ
た
正
統
派
の
経
典
に
相
当
す
る
文
献
は
、
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
(
同
)
の
『
勝
宗
十
句
義
論
』
と
サ
l
ン
キ
ヤ
学
派
(
日
)
の

の
二
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
以
外
は
、
経
論
に
引
用
さ
れ
た
り
、
中
国
で
さ
ら
に
論
が
立
て
ら
れ
た
り
し
た
も

『
金
七
十
論
』

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
、
イ
ン
ド
現
地
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
日
本
人
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
も
の
が
、
玄
英
や
法
顕
な
ど
の

求
法
僧
が
記
し
た
旅
行
記
や
彼
ら
へ
の
伝
記
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
使
っ
た
の
か
は
、
「
外
道
哲
学
』

の
な
か
の
「
参
考
引
用
書
目
」
(
市
)
が
あ
り
、
そ
し
て
、
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
二
巻
で
は
、
巻
末
に
項
目
立
っ
て
い
る
「
書
名
索

引」

E
、
「
著
者
別
書
名
一
覧
」
(
虫
、
「
仏
典
略
称
・
別
称
一
覧
」
(
虫
、
ま
た
は
「
引
用
仏
典
と
大
蔵
経
等
と
の
対
照
表
」
(
初
)
に

よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
し
た
知
識
も
使
っ
た
イ
ン
ド
学
の
論
文
発
表
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
見

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
イ
ン
ド
学
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
へ
留
学
し
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ

l
ラ
1
に
つ
い

て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
を
学
ん
だ
、
南
候
文
雄
と
笠
原
研
需
を
始
め
と
す
る
。
笠
原
は
留
学
中
に
死
去
し
た
が
、
南
候
は
明
治
一
七

(
一
八
八
四
)
年
に
冨
B
Rご
)
『
〉

E
の
称
号
を
得
て
帰
国
し
た
。
明
治
中
期
に
は
、
イ
ン
ド
学
に
お
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
学

ん
だ
学
問
体
系
に
基
づ
く
も
の
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
南
僚
の
帰
国
以
前
か
ら
、
漢
訳
文
献
を
基
と
す
る
伝
統
的
な
教
説
を
新
た

な
知
見
か
ら
補
強
す
る
よ
う
な
も
の
、
逆
に
伝
統
説
が
正
し
く
開
国
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
た
知
見
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
唱
え
る
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
学
の
状
況
に
お
い
て
、
明
治
元
(
一
八
六
七
)
年
か
ら
、
『
外
道
哲
学
』
が
出
版
さ
れ
た
明
治

と
こ
ろ
で
、
安
政
の
開
国
以
降
、



三
O
(
一
八
九
七
)
年
二
月
で
あ
る
の
で
そ
の
前
年
明
治
二
九
(
一
八
九
六
)
年
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
発
表
が
な
さ
れ
た
か
を
確
認

〆，-、
o

v
L
ナ'ド

'v

ま
ず
、
石
山
洋
ら
が
編
集
し
た
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
雑
誌
記
事
集
成
第
三
九
巻
東
洋
史
二
』

で
は
、

で
イ
ン
ド
学
、
ま
た
は
、

イ
ン
ド
社
会
に
関
連
す
る
論
文
を
調
べ
た
。
「
八
印
度
」

一
般
、
民
族
・
風
俗
、
思
想
、
社
会
・
経
済
、
政
治
、
人
物
、
語

言
・
文
学
、
印
度
仏
教
、
美
術
工
芸
・
考
古
学
、
対
外
関
係
、
雑
載
と
十
一
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
「
一
般
」
に
は
、
明
治

二
八
(
一
八
九
五
)
年
に
、
浅
井
豊
久
の
「
ダ
ッ
ト
氏
古
代
印
度
文
明
史
に
就
い
て
」
が
『
東
洋
哲
皐
」
二
巻
一
号
に
あ
る
。
次
に

「
民
族
・
風
俗
」
に
は
、
明
治
二
七
(
一
八
九
四
)
年
に
、
エ
ド
キ
ン
ス
の
①
「
悌
教
と
印
度
奮
神
話
と
の
関
係
」
が
「
東
洋
哲
事
』

一
巻
八
号
、
九
号
に
あ
る
。
明
治
二
八
年
は
、
井
上
哲
次
郎
の
②
「
樟
迦
ハ
如
何
ナ
ル
種
族
ナ
ル
カ
」
が
『
太
陽
』
二
巻
二
号
に
、

そ
れ
に
対
す
る
那
珂
通
世
の
③
「
輝
迦
種
の
説
に
付
き
て
井
上
文
皐
博
士
に
質
す
」
が
『
史
事
雑
誌
』
六
巻
一
一
号
に
あ
る
。
翌
明

治
二
九
年
に
、
片
桐
盛
治
④
「
印
度
ノ
婚
櫨
井
婦
人
地
位
」
が
『
太
陽
』
一
巻
一

O
号
に
あ
る
。
ま
た
、
那
珂
は
、
充
分
な
返
答
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
黙
殺
さ
れ
た
か
し
た
た
め
、
こ
の
年
に
再
度
⑤
「
韓
迦
種
ノ
説
ニ
ツ
キ
テ
井
上
博
士
に
質
ス
」
を
『
太
陽
』

二
巻
二
二
号
に
発
表
し
て
い
る
(
引
)
。
「
思
想
」
に
は
、
円
了
も
あ
る
が
、
そ
の
他
に
四
編
が
あ
る
。
明
治
二
七
年
に
姉
崎
正
治
が
①

「
婆
羅
門
教
の
化
身
説
」
を
『
哲
皐
雑
誌
』
九
九
号
、
一

O
O号
に
発
表
し
、
明
治
二
六
、
二
七
年
に
木
村
鷹
太
郎
が
②
「
印
度
最
古

の
哲
皐
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
」
を
論
ず
」
を
『
哲
事
雑
誌
』
の
八
二
号
か
ら
八
五
号
に
、
明
治
二
八
年
に
は
浅
井
豊
久
の
③
「
印
度

哲
事
諸
派
」
が
あ
り
、
明
治
二
九
年
に
高
山
林
次
郎
が
④
「
印
度
思
想
ノ
梗
概
」
を
『
太
陽
』
二
巻
七
号
に
発
表
し
て
い
る
。
「
社

曾
・
経
済
」
に
は
、
明
治
二
九
年
に
山
内
晋
卿
の
①
「
印
度
古
代
ノ
社
舎
起
源
説
一
斑
」
が
『
太
陽
』
二
巻
一
九
号
に
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
佐
野
常
樹
の
②
「
印
度
田
賦
法
」
(
辺
)
、
阪
谷
芳
郎
の
③
「
印
度
貨
幣
制
度
改
革
及
其
の
影
響
に
つ
い
て
」
(
幻
)
、
土
子
金

四
郎
の
④
「
印
度
制
改
革
評
論
」
(
剖
)
が
あ
る
。
「
人
物
」
に
は
、
村
上
専
精
に
①
「
樺
迦
牟
尼
悌
一
代
記
参
考
書
目
」
(
型
、
②
「
樺
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迦
牟
尼
併
出
誕
入
滅
の
年
代
考
」
(
お
)
、
③
「
緯
迦
牟
尼
併
出
誕
入
滅
の
用
日
考
」
(
在
、
④
「
緯
迦
牟
尼
備
の
出
家
並
に
成
併
の
年

齢
考
」
(
お
)
、
森
岡
田
憲
に
⑤
「
馬
鳴
菩
薩
年
代
考
」
(
お
)
と
い
う
六
編
が
挙
が
っ
て
い
る
。
「
語
言
・
文
学
」
に
は
、
南
候
文
雄
の
①

「
印
度
語
の
沿
革
及
護
達
」
(
ぬ
)
、
姉
崎
正
治
の
②
「
印
度
戯
曲
ノ
濫
腸
」
(
包
の
二
編
が
あ
る
。
「
印
度
例
教
」
に
は
、
フ
ェ
ー
ル
の

①
「
印
度
地
獄
説
」
(
犯
)
、
韓
守
愚
の
②
「
印
度
宗
教
事
情
」
(
幻
)
の
二
一
編
が
あ
る
。
ま
た
、
「
政
治
」
、
「
美
術
工
芸
・
考
古
学
」
、
「
対

外
関
係
」
、
「
雑
載
」
に
は
、
該
当
年
代
の
発
表
は
見
ら
れ
な
い
(
旬
。

100 

そ
し
て
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
「
人
文
科
学
編
四

O
巻

仏

教

学

こ

が
あ
り
、

で
は
、
「
第
四
編
宗
教
」
の
な
か
に
「
一
印
度
哲
挙
及
宗
教
」

さ
ら
に
総
説
、
吠
陀
及
奥
義
書
、
各
派
の
教
義
、
雑
と
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
第
四
編
に
は

二
百
九
十
三
の
論
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
「
総
説
」
か
ら
さ
ら
に
見
て
い
く
と
、
円
了
が
東
京
大
学
の
学
生
時
代
に
「
東

洋
哲
学
」
と
い
う
科
目
名
で
『
八
宗
綱
要
」
な
ど
を
講
義
し
た
原
坦
山
が
、
明
治
二

O
年
①
「
印
度
哲
皐
要
領
」
を
『
哲
拳
雑
誌
」

一
巻
三
号
、
「
教
事
論
集
」
四
四
号
に
発
表
を
し
た
の
を
始
め
、
同
年
の
「
日
本
之
教
拳
』
一
号
に
②
「
印
度
哲
魁
士
、
翌
年
に
③

「
印
度
哲
皐
の
貫
験
」
(
お
)
と
い
う
三
編
が
あ
る
。
山
崎
太
吉
に
④
「
印
度
宗
教
哲
皐
略
論
」
(
お
)
O

フ
ラ
ン
レ
ス
ハ
イ
ル
に
⑤
「
印

度
哲
皐
」
(
幻
)
。
烏
尾
得
蓄
に
⑥
「
断
常
二
見
論
」
(
犯
)
O

吉
田
賢
龍
⑦
「
併
教
以
前
に
於
け
る
印
度
思
想
護
連
の
一
瞥
」
(
ぬ
)
O

村
上

専
精
に
⑧
「
東
洋
古
代
哲
皐
競
起
の
概
況
」
(
初
)
。
井
上
哲
次
郎
に
⑨
「
東
洋
の
哲
学
思
想
に
つ
き
て
」
(
包
。
阿
満
得
聞
に
⑩
「
内

外
撮
要
生
起
論
(
印
度
一
般
の
縁
起
説
)
」
(
位
)
。
水
谷
仁
海
に
⑪
「
印
度
宗
教
の
沿
革
」
(
幻
)
。
モ
ズ
ー
ム
ダ
ル
に
⑫
「
印
度
に
於
け

る
宗
教
問
題
」
(
糾
)
。
大
鳥
圭
介
に
⑬
「
印
度
古
代
宗
教
概
論
」
(
特
)
。
菅
虎
雄
に
⑭
「
印
度
古
代
の
宗
教
の
設
連
」
(
特
)
O

加
藤
熊
一

郎
に
⑮
「
傍
教
以
前
の
宗
教
」
(
灯
)
O

三
好
愛
吉
に
⑮
「
印
度
太
古
の
崇
拝
一
斑
」
(
特
)
O

高
山
林
次
郎
に
⑪
「
吠
陀
以
前
の
信
仰
及

其
歴
史
的
接
達
」
(
特
)
O

佐
々
木
孝
甫
に
⑮
「
印
度
宗
教
界
の
形
勢
」
(
切
)
O

作
者
不
明
の
も
の
に
⑮
「
印
度
哲
挙
一
斑
」
(
引
)
、
⑩

「
印
度
哲
撃
と
希
臓
哲
皐
と
の
関
係
に
つ
き
」
(
皮
)
、
@
「
印
度
近
世
宗
教
改
革
者
」
(
幻
)
、
⑫
「
印
度
寡
婦
殉
死
マ
氏
比
較
神
話
論



抄
出
」
(
悦
)
、
⑫
「
カ
ン
ト
と
印
度
宗
教
」
(
患
が
あ
る
。
以
上
の
総
計
二
十
三
編
が
挙
が
っ
て
い
る
。
次
に
、
「
吠
陀
及
奥
義
書
」

に
は
、
始
め
に
明
治
一
五
(
一
八
八
二
)
年
、
名
前
不
明
の
菅
文
事
士
(
ぎ
に
よ
る
①
「
四
章
陀
の
一
班
」
『
傍
教
公
論
』
六
、
七
号

が
あ
る
。
そ
の
後
に
、
潜
堂
島
d

人
に
②
「
四
章
陀
概
論
」

(g。
蔵
原
惟
郭
に
③
「
四
章
陀
の
梗
概
及
哲
撃
」
(
回
)
。
著
者
不
明
の
④

「
四
章
陀
時
の
地
理
(
ル
l
ド
ウ
ヰ
ヒ
氏
梨
倶
吠
陀
よ
り
抄
録
)
」
(
印
)
。
三
好
愛
吉
に
⑤
「
宗
教
史
上
に
於
け
る
章
陀
教
の
地
佐
」
(
印
)
。

そ
し
て
、
木
村
鷹
太
郎
の
⑥
「
印
度
最
古
の
哲
事
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
」
を
論
ず
」
(
引
)
ま
で
六
編
が
挙
が
っ
て
い
る
。
「
各
派
の
教

義
」
に
は
、
円
了
の
論
文
も
挙
が
っ
て
い
る
が
、
円
了
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
る
の
で
除
き
、
以
下
の
三
十
三
編
が
挙
が
っ
て
い

る
。
浅
井
豊
久
に
、
明
治
二
七
(
一
八
九
四
)
年
の
七
月
発
行
の
『
東
洋
哲
学
』
一
巻
五
号
か
ら
連
載
さ
れ
た
①
「
印
度
哲
皐
諸

派
」
を
始
め
と
し
て
、
②
「
印
度
哲
拳
諸
派
」
昼
、
③
「
婆
羅
門
教
一
斑
」
(
閃
)
が
あ
る
。
潜
堂
事
人
に
④
「
婆
羅
門
教
の
研
究
」
(
旬
、

⑤
「
婆
羅
門
風
俗
一
斑
」
(
筋
)
、
⑥
「
加
藤
氏
の
「
ニ
ヤ
ヤ
哲
撃
に
就
て
」
に
就
て
」
(
邸
)
。
の
苫

5
E
s
z
-
n宮
町
邑
田
互
に
⑦
「
婆

羅
門
教
一
斑
」
(
釘
)
。
句
-m-H正
O
D
m
に
⑧
「
婆
羅
門
教
に
就
て
」
(
鉛
)
。
姉
崎
正
治
に
⑨
「
婆
羅
門
教
の
化
身
説
」
(
的
)
。
蔵
原
惟
郭
に

⑩
「
婆
羅
門
族
の
崇
拝
及
祭
櫨
」
(
市
)
。
松
山
哲
雄
に
⑪
「
婆
羅
門
教
の
起
原
及
其
教
理
」
(
引
)
。
小
柳
司
気
太
に
⑫
「
婆
羅
門
教
と
他

教
と
の
比
較
の
一
部
」

2
。
好
山
隆
俊
に
⑬
「
金
七
十
論
の
話
」
(
ね
)
。
南
候
文
雄
に
⑭
「
金
七
十
論
(
解
題
)
」
(
豆
、
⑮
「
印
度
哲

拳
敷
論
派
の
綱
領
」
(
豆
、
⑮
「
印
度
哲
皐
敷
論
の
綱
領
」
(
豆
、
⑫
「
印
度
哲
皐
教
諭
綱
領
」
(
豆
、
⑮
「
勝
宗
十
匂
義
論
(
解
題
)
」
(
沌
)

が
挙
が
っ
て
い
る
。
加
藤
熊
一
郎
に
⑮
「
サ
ン
ク
フ
ヒ
ヤ
哲
皐
(
敷
論
)
を
論
ず
」
(
河
)
。
松
本
亦
太
郎
に
⑫
「
印
度
哲
拳
僧
怯
論
」
(
閃
)
。

安
藤
正
純
に
@
「
迦
毘
羅
氏
僧
怯
哲
皐
」
(
創
)
。
狩
野
事
吉
に
⑫
「
敷
論
派
哲
拳
大
意
」
(
位
)
。
村
上
専
精
に
⑫
「
印
度
哲
亭
勝
論
概

略
」
(
邸
)
、
@
「
印
度
哲
事
勝
論
の
概
要
」
(
似
)
。
渡
遺
又
次
郎
に
⑮
「
勝
論
派
の
哲
拳
」
(
邸
)
。
加
藤
秀
旭
に
⑮
「
勝
論
宗
十
匂
義
」

(
鉛
)
。
加
藤
附
堂
に
⑫
「
ニ
ヤ
ヤ
哲
挙
」

(
E
。
井
上
哲
次
郎
に
⑫
「
尼
夜
耶
と
尼
健
子
の
別
」
(
郎
)
。
ま
た
、
作
者
が
仮
名
を
名
乗
る

も
の
に
第
六
経
緯
子
を
名
乗
っ
た
⑮
「
婆
羅
門
教
徒
の
二
大
要
神
」

(ω)
と
、
落
木
子
⑩
「
吠
檀
多
事
派
と
大
乗
併
教
」
(
叩
)
が
あ
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る
。
そ
し
て
、
著
者
不
明
の
も
の
に
@
「
ド
イ
ツ
セ
ン
氏
の
吹
檀
多
論
」
{
引
)
、
@
「
闇
伊
那
教
ジ
オ
ン
ガ
l
レ
ツ
ト
氏
の
古
典
辞

嚢
よ
り
」
(
舵
)
、
@
「
ス
ワ
ミ
、
グ
イ
エ
カ
ナ
ン
ダ
氏
所
説
」
(
包
が
挙
が
っ
て
い
る
。
最
後
の
「
雑
」
に
は
、
明
治
一
八
(
一
八
八
五
)

年
、
天
野
馬
之
が
『
教
拳
論
叢
』
二
三
号
か
ら
三

O
号
に
発
表
し
た
①
「
天
帝
存
否
」
を
始
め
と
し
て
七
編
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ

の
他
に
は
、
斎
藤
唯
信
に
②
「
魔
と
は
何
者
ぞ
」
(
倒
)
。
阿
万
宥
乗
に
③
「
大
自
在
天
足
跡
伽
藍
と
裸
形
外
道
」
(
鈎
)
。
高
山
林
次
郎
に

④
「
印
度
思
想
の
梗
概
」
(
態
。
山
内
晋
太
に
⑤
「
印
度
古
代
の
社
舎
起
原
説
一
斑
」

g
。
大
宮
孝
潤
に
⑥
「
孟
買
宗
教
各
派
視
察
一

斑
」
(
態
。
井
上
哲
次
郎
に
⑦
「
渡
遁
園
武
氏
の
印
度
哲
李
小
史
を
讃
む
」
(
鈎
)
の
名
が
見
え
る
(
削
)
。

次
に
、
三
橋
猛
雄
編
集
の
『
明
治
前
期
思
想
史
文
献
』
(
剛
)
を
、
著
者
名
、
書
名
と
そ
の
参
考
記
述
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
「
哲

事
」
で
は
、
明
治
二

O
年
に
渡
遺
園
武
(
雌
)
の
『
印
度
哲
撃
小
史
』
が
あ
る
以
外
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
園
、
日
本
の
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。
「
宗
教
」
で
は
、
佐
田
介
石
(
間
)
が
、
須
弥
山
説
に
基
づ
く
天
動
説
に
よ
っ
て
宇
宙
を
説
明
す
る
『
須
捕
須
知
論
』
を
明

治
一

O
(
一
八
七
七
)
年
に
出
版
し
、
田
中
久
重
の
万
年
自
鳴
鐘
(
制
)
の
よ
う
に
、
一
目
で
世
界
の
構
成
が
分
か
る
よ
う
な
、
須
弥

山
を
中
心
と
す
る
世
界
を
模
型
で
表
し
た
視
実
等
象
儀
を
勧
業
博
覧
会
に
出
し
た
面
)
0

そ
し
て
、
そ
の
解
説
を
し
た
明
治
一

O
年

の
「
視
貫
等
象
儀
記
初
編
』
と
明
治
一
三
(
一
八
八

O
)
年
の
『
視
賞
等
象
儀
詳
説
』
が
あ
る
。
そ
の
他
、
佐
田
介
石
に
は
、
刊
年

不
明
の
『
雰
園
論
』
と
明
治
一
一
一
年
の
『
傍
教
創
世
記
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
管
見
の
範
囲
に
な
い
。
佐
田

介
石
の
一
連
の
著
作
を
除
く
と
、
キ
リ
ス
ト
教
が
多
く
、
他
に
は
、
日
本
仏
教
と
神
道
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
教
挙
論
集
』
の
第
一
編
か
ら
第
三
十
編
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
重
複
を
除
く
と
、
三
編
が
該
当
し
た
。
明
治
一
七
年

四
月
発
行
の
第
四
編
一
一
具
に
、
原
坦
山
の
①
「
印
度
哲
拳
諸
拳
ト
径
庭
ア
ル
説
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
無
明
と
迷
い
、
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
知
に
よ
る
減
と
い
う
仏
教
の
教
理
は
、
儒
教
に
も
西
洋
哲
学
に
も
見
ら
れ
な
い
と
い
う
、
明
治
一
七
年
三
月
二
十
日
の
東
京

大
挙
哲
挙
舎
に
お
い
て
行
っ
た
演
説
の
概
要
で
あ
る
。
「
印
度
哲
学
」
と
は
い
い
な
が
ら
、
仏
教
に
つ
い
て
の
み
し
か
言
及
し
て
い
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な
い
。
明
治
一
八
年
一
月
発
行
の
第
十
三
編
か
ら
同
年
十
一
月
発
行
の
二
十
三
編
ま
で
、
南
候
文
雄
の
②
「
印
度
文
事
雑
誌
」
が
連

載
さ
れ
て
い
る
。
「
雑
誌
」
と
は
、
雑
多
な
内
容
を
記
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
と
の

類
似
、
パ

l
ニ
ニ
以
降
の
略
史
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
熱
の
状
況
、
漢
語
音
写
の
ル

l
ル
に
つ
い
て
、

ダ
l
ラ
l
シ
l
コ
l
ら
ム
ガ
ル
朝
時
代
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
翻
訳
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

法
書
の
紹
介
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
七
年
十
二
月
発
行
の
第
十
二
編
か
ら
明
治
一
八
年
十
一
月
発
行
の
二
十
三
編
に
連
載
さ
れ

た
石
川
舜
台
の
③
「
例
教
論
評
」
で
は
、
第
二
十
編
に
お
い
て
、
プ
ラ
フ
マ
!
神
寄
与
B
〉
・
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
神
〈
只
Z
ロ
・
シ
ヴ
ア

神
巴

g
の
生
成
・
維
持
・
破
壊
と
い
う
三
神
機
能
説
と
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
で
讃
え
ら
れ
る
サ
l
ヴ
ィ
ト
リ
l
・
ア
グ
ニ
な
ど

と
ニ
ル
ヴ
ァ

l
ナ
に
つ
い
て
ク
ラ
l
ク
(
峨
)
の
説
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。

書
名
と
発
表
年
、
著
者
か
ら
分
か
る
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
た
い
。
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
雑
誌
記
事
集
成
』
の
「
東
洋
史
」

に
は
二
十
二
文
献
、
「
仏
教
学
」
に
は
六
十
九
文
献
、
そ
し
て
、
『
明
治
前
期
思
想
史
文
献
』
に
は
六
文
献
が
あ
て
は
ま
っ
た
。
そ
れ

ら
の
な
か
で
複
数
回
挙
が
っ
て
い
る
文
献
と
し
て
、
「
東
洋
史
」
と
「
仏
教
学
」
の
ど
ち
ら
に
も
、
高
山
林
次
郎
の
「
印
度
思
想
の

梗
概
」
が
あ
る
。
イ
ン
ド
哲
学
全
体
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
東
京
大
学
で
「
印
度
哲
学
」
を
授
業
で
担
当
し
た
原
坦
山
に
始
ま
る
。
し

か
し
、
原
坦
山
は
、
イ
ン
ド
仏
教
に
つ
い
て
の
論
考
が
主
で
あ
り
、
正
統
派
の
イ
ン
ド
哲
学
へ
の
言
及
は
少
な
い
。
そ
し
て
、
イ
ン

ド
哲
学
全
体
に
わ
た
る
も
の
よ
り
も
、
サ
l
ン
キ
ヤ
学
派
と
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
に
属
す
漢
訳
さ
れ
た
論
書
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
が
先
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
が
強
か
っ
た
「
漢
文
」
に
も
、
イ
ン
ド
哲
学
文
献
が
あ
る
と
い
う
「
発
見
」

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
文
献
を
西
洋
の
学
術
方
法
に
基
づ
く
内
容
研
究
は
ま
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
一
八
八
八
年
以
降
の
十
年
間
に
、
南
候
文
雄
を
始
め
と
す
る
十
四
本
の
発
表
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
二
つ
の

学
派
に
続
い
た
学
派
は
ニ
ヤ
l
ヤ
学
派
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
学
派
も
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
論
理
学
の
面
で
仏
教
と
大
い
に
論
争
を
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し
て
い
た
と
い
う
過
去
が
あ
り
、
漢
文
か
ら
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
だ
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
の
神
学
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
発
表

さ
れ
ず
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
つ
い
て
は
欧
文
文
献
を
基
に
始
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
釈
尊
の
出
自
や
生
没
に
つ
い
て
も
再

考
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
知
識
を
認
め
た
上
で
の
発
表
が
多
く
あ
り
、
反
動
的
な
も
の
は
明
治
初
期
に
佐

田
介
石
が
行
っ
て
以
降
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
や
カ
ン
ト
と
の
比
較
が
既
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
て
お

104 
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以
上
の
諸
文
献
の
な
か
か
ら
、
哲
学
館
・
東
洋
大
学
に
関
連
す
る
作
者
を
中
心
に
、
管
見
に
お
よ
ぶ
限
り
、
内
容
を
略
記
し
、
当

時
、
イ
ン
ド
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
た
か
を
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

原
坦
山
の
「
印
度
哲
拳
要
領
」
は
、
仏
教
は
宗
教
と
翻
訳
す
る
互
荘

S
で
は
な
く
、
「
心
性
哲
学
」
と
い
う
、
人
間
の
心
理
状

況
を
考
察
す
る
哲
学
の
一
分
野
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
ヲ
ル
ゴ
ッ
ト
(
町
)
の
説
を
引
き
な
が
ら
、
古
代
イ
ン
ド
で
発
生
し
た

哲
学
の
一
つ
と
し
て
「
印
度
哲
学
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
仏
教
の
八
識
と
戒
定
慧
の
三
法
と
三
昧
、
禅

郡
な
ど
の
膜
想
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

ま
た
、
「
印
度
哲
撃
の
貫
験
」
は
、
「
印
度
哲
学
」
は
種
々
あ
る
け
れ
ど
も
、
東
漸
し
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
仏
教
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
仏
教
に
お
け
る
宇
宙
と
自
己
と
の
同
一
を
感
覚
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
実
験
」
は
、

「
実
際
に
経
験
す
る
こ
と
」
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
維
摩
経
』
や
『
梼
伽
経
』
に
見
ら
れ
る
体
験
か
ら
、
釈
尊
が
ど
の
よ

う
に
知
覚
し
た
の
か
を
述
べ
て
い
る
。

渡
漫
園
武
の
『
印
度
哲
事
小
史
』
は
み
』
志
向
。
ミ
ミ

.
E
&
S
B向
。
告
、
舎
な
問
、
き
さ
同
と
い
う
英
語
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
、
明
治

二
O
年
に
哲
学
書
院
(
附
)
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
反
応
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
井
上
哲
次
郎
の
「
渡
遺
園
武

氏
の
印
度
哲
拳
小
史
を
讃
む
」
が
あ
る
。



内
容
は
、
①
総
論
、
②
印
度
哲
学
第
一
期
に
地
論
師
哲
学
、
服
水
論
師
哲
学
、
火
論
師
哲
学
、
風
仙
論
師
哲
学
、
口
力
論
師
哲

学
、
無
因
論
師
哲
学
、
③
印
度
哲
学
第
二
期
に
、
方
論
師
哲
学
、
時
論
師
哲
学
。
声
顕
論
師
哲
学
、
声
生
論
師
哲
学
、
非
声
論
師
哲

学
、
④
印
度
哲
学
第
三
期
に
識
論
師
哲
学
、
阿
頼
耶
論
師
哲
学
、
知
者
論
師
哲
学
、
見
者
論
師
哲
学
、
内
知
論
師
哲
学
、
外
知
論
師

哲
学
、
能
執
論
師
哲
学
、
所
執
論
師
哲
学
、
摩
納
婆
論
師
哲
学
、
常
定
生
論
師
哲
学
、
補
特
伽
羅
論
師
哲
学
、
職
伽
論
師
哲
学
、
⑤

印
度
哲
学
第
四
期
、
数
論
師
哲
学
、
勝
論
師
哲
学
、
尼
提
子
論
師
哲
学
、
若
堤
子
論
師
哲
学
、
⑥
結
論
と
目
次
づ
け
ら
れ
、
本
文
は

四
六
頁
か
ら
な
る
小
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
選
択
と
分
類
は
、
漢
訳
大
蔵
経
典
中
に
見
ら
れ
る
印
度
哲
学
諸
論
師
の
教
説
を
、
唯
識

論
、
大
智
度
論
、
拐
伽
経
に
現
れ
る
外
道
の
説
と
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
的
成
果
に
よ
っ
て
分
類
し
、
お
お
よ
そ
の
歴
史
的
順
序

に
則
っ
て
、
簡
略
に
記
し
た
の
で
あ
る
而
)
。

②
の
第
一
期
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
を
指
し
、
地
水
火
風
の
四
元
素
を
発
生
源
と
す
る
も
の
と
言
葉
つ
ま
り

E
V
E
-
B
E釦
を
基
礎

と
す
る
学
派
、
そ
し
て
、
無
因
縁
説
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
火
論
師
哲
学
に
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
グ
ニ
を
基
と
す
る
思
想
と
、

拝
火
教
と
訳
さ
れ
て
い
た
や
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
関
連
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
元
素
起
原
説
と
の
比

較
も
さ
れ
て
い
る
。
③
の
第
二
期
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
の
時
代
に
相
当
し
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
文
献
の
発
生
論
を
述
べ
て
い
る
。

④
の
第
三
期
は
、
六
師
外
道
や
「
智
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
言
う
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
の
第
四
期
は
、
い
わ
ゆ
る
六
派
哲
学
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
成
果
を
基
に
解
説
す
る
部
分
で
あ
る
。
⑥
の
結
論
に
お
い
て
、
仏
教
は
こ
の
後
に
興
っ
た
と
す
る
。
釈
尊
の
仏
教
と

イ
ン
ド
哲
学
の
違
い
を
因
縁
生
と
因
果
に
求
め
、
因
と
縁
が
和
合
し
て
果
を
生
じ
る
点
が
新
し
い
と
し
て
い
る
。
仏
滅
後
、
因
縁
生

の
研
究
を
す
る
な
か
で
異
論
が
生
ま
れ
、
部
派
分
裂
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
乗
の
経
論
も
発
生
し
た
が
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
仏

教
は
減
し
た
。
イ
ン
ド
哲
学
は
、
大
乗
経
典
中
に
沈
潜
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
宗
教
的
部
分
と
哲
学
的
部
分
に
分
け
、
哲
学
的
部

分
か
ら
イ
ン
ド
哲
学
を
掬
い
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
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村
上
専
精
の
「
印
度
哲
挙
勝
論
の
概
要
」
は
、
『
勝
宗
十
句
義
論
』
を
基
に
し
た
グ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
の
概
要
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
地
水
火
風
空
の
各
元
素
説
や
唯
心
論
な
ど
発
生
を
論
じ
た
各
学
派
の
後
に
生
じ
た
、
そ
れ
ま
で
の
学
説
を
統
合
す
る
学

派
で
あ
る
と
す
る
。
本
編
は
八
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
節
は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
の
概
説
と
『
勝
宗
十
句
義
論
』
の
著

者
が
慧
且
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
三
つ
の
注
意
点
が
記
さ
れ
る
。
第
二
節
は
、
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
に
お
け
る
世
界
を
構
成
す

る
六
種
の
分
類
(
六
句
義
)
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
節
は
、
六
句
義
の
一
つ
「
実
」
(
川
)
の
九
種
類
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ

る
。
第
四
節
は
「
徳
」
(
川
)
の
二
十
四
分
類
で
あ
り
、
第
五
節
が
「
実
」
と
「
徳
」
の
関
係
で
あ
る
。
第
六
節
は
「
業
」
(
自
の
五
分

類
で
あ
り
、
第
七
節
は
、
「
実
」
と
「
徳
」
と
「
業
」
の
関
係
性
を
記
し
て
い
る
。
第
八
節
が
結
論
に
あ
た
り
、
空
間
に
遍
在
す
る

地
水
火
風
の
四
元
素
が
、
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
偏
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
子
を
生
じ
、
そ
の
分
子
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ

て
物
体
に
な
り
、
そ
こ
に
思
惟
は
入
ら
な
い
と
ま
と
め
て
い
る
。

水
谷
仁
海
の
「
印
度
宗
教
の
沿
革
」
は
、
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
仏
伝
で
あ
る
。
ま
ず
、
四
千
年
前
か
ら
婆
羅
門
教
が
あ
り
、
婆
羅

摩
(
プ
ラ
フ
マ
!
神
)
・
章
紐
(
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
神
)
・
死
婆
(
シ
ヴ
ア
神
)
の
三
神
が
万
物
を
生
み
出
し
、
人
を
四
性
に
分
け
た
。

三
千
三
百
年
ほ
ど
前
に
、
新
た
に
当
時
の
オ
ス
マ
ン
朝
治
下
に
お
い
て
摩
西
(
モ

l
ゼ
)
が
、
唯
一
の
父
な
る
神
が
万
物
を
創
造

し
、
人
は
阿
嘗
(
ア
ダ
ム
)
と
挨
寓
(
イ
プ
)
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
宗
教
を
建
て
た
。
し
か
し
、
周
の
昭
王
二
十
六
年
に
、
そ
れ

ま
で
の
宗
教
の
背
理
を
正
そ
う
と
仏
が
兜
率
天
か
ら
降
り
、
生
後
三
十
年
に
し
て
悟
り
を
得
て
、
以
後
五
十
年
間
布
教
を
行
い
、
華

厳
経
、
阿
含
経
、
般
若
経
、
法
華
経
、
浬
繋
経
と
説
い
て
い
っ
た
。
そ
の
死
後
一
千
二
百
年
に
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
が
、
本
国
で

あ
る
イ
ン
ド
で
は
、
他
の
信
仰
を
持
つ
人
び
と
に
よ
っ
て
国
が
滅
ん
だ
た
め
、
仏
教
も
滅
び
去
っ
て
い
る
と
あ
る
。

南
俊
文
雄
の
「
印
度
哲
事
敷
論
綱
領
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
音
写
し
た
六
派
と
祖
師
の
関
係
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
の
う
ち
、
サ
l
ン
キ
ヤ
学
派
に
つ
い
て
、
カ
ピ
ラ
以
降
の
論
師
の
列
挙
と
『
金
七
十
論
』
に
基
づ
い
た
二
十
五
諦
の
図
示
が
あ
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る
。
ま
と
め
と
し
て
、
カ
ピ
ラ
が
説
い
た
学
説
の
要
目
は
、
我
で
あ
る
ア
l
ト
マ
ン
が
固
有
に
し
て
永
久
な
ら
ば
、
解
脱
を
得
た
の

ち
に
ア
l
ト
マ
ン
が
ど
う
な
る
の
か
の
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
l
ン
キ
ヤ
学
派
は
無
神
論
で
あ
り
、
無
我
を
も

説
く
仏
教
と
近
い
説
も
あ
る
の
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「印
度
語
の
沿
革
及
ひ
襲
達
」
、
文
頭
で
は

沿
革
及
ピ
護
達
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
起
源
に
つ
い
て
の
伝
説
と

E
弓田

Z
Z
と
い
う
語
の
原
語
に

お
け
る
解
釈
か
ら
書
き
起
こ
す
。
そ
し
て
、
通
俗
語
と
し
て
プ
ラ
l
ク
リ
ッ
ト
諸
語
が
あ
っ
た
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
学
者
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
起
源
に
つ
い
て
の
説
を
述
べ
、
第
一
回
が
終
わ
る
。
第
二
回
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ

l
ラ
l
の
説
を
抄
訳
し
た

も
の
で
あ
り
、
ま
ず
文
法
規
則
の
概
観
を
記
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
お
け
る
単
語
の
音
の
類
似
、
上
座
部
仏

教
で
使
わ
れ
て
い
る
パ

1
リ
語
と
の
関
係
、
当
時
の
英
領
印
度
で
使
わ
れ
て
い
る
諸
言
語
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
後
漢
明
帝
の
治

世
時
に
中
国
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
際
に
、

E
E
E
の
音
写
と
し
て
「
党
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
、
経
典
の
語
が
「
党
語
」
と
さ
れ

そ
し
て
、
「
印
度
語
の
沿
革
及
護
達
」

は
、
『
東
洋
哲
拳
』

の
目
次
で
は

「
印
度
語
ノ

た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
最
後
の
第
三
一
回
は
、
「
党
謹
巴
が
中
性
名
詞
宮
島

B
S
の
訳
語
で
あ
る

説
か
ら
始
め
る
。
そ
し
て
、
法
顕
、
玄
英
、
義
浄
が
旅
し
た
と
き
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
使
っ
て
用
を
な
し
た
こ
と
が
、
旅
行
記

「党」

に
由
来
す
る
と
い
う
と
い
う

中
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
で
終
わ
る
。

渡
遺
又
次
郎
の
「
勝
論
派
の
哲
拳
」
は
、
第
一
章
「
緒
言
」
は
、

サ
l
ン
キ
ヤ
学
派
の
研
究
は
比
較
す
る
に
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
六
つ
の
哲
学
学
派
の
な
か
で
も
、モ

ニ
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
冨
O
E
2
当
日
E
B∞
が
『
印
度
教
』
呂

E
z
z
g
の
な
か
で
、
グ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
の
論
理
が
ヨ

l

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
と
要
点
を
対
照
す
る
と
理
由
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ア
イ

シ
ェ

l
シ
カ
と
い
う
名
称
を
『
成
唯
識
述
記
』
か
ら
説
明
す
る
。
次
に
、
祖
師
で
あ
る
カ
ナ
l
ダ
関
自
包
仰
と
『
勝
宗
十
匂
義
論
』

ロ
ッ
パ
の
哲
学
と
最
も
近
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
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の
著
者
で
あ
る
慧
月
ら
の
名
を
記
す
。
最
後
に
、
『
勝
宗
十
句
義
論
』
と
い
う
漢
訳
が
あ
る
こ
と
を
し
る
す
。
第
二
章
「
学
説
」
で

は
、
十
句
義
が
そ
れ
ぞ
れ
英
語
で
ど
の
語
に
相
当
す
る
か
を
交
え
な
が
ら
、
『
勝
宗
十
句
義
論
』
の
な
い
よ
う
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

108 

そ
の
結
論
と
し
て
再
度
そ
れ
ま
で
の
解
説
の
要
点
を
一
文
に
ま
と
め
て
終
え
て
い
る
。

大
鳥
圭
介
の
「
印
度
古
代
宗
教
概
論
」
は
、
大
鳥
の
講
演
を
筆
記
し
、
『
日
本
之
教
事
』
に
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
南

ア
ジ
ア
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
宗
教
の
な
か
か
ら
婆
羅
門
教
、
韓
教
、
回
々
教
、
事
火
教
の
四
つ
を
主
た
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
る
。

イ
ン
ド
ア
l
リ
ア
ン
の
故
地
か
ら
説
き
起
こ
し
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
の
党
我
一
如
に
つ
い

て
、
ヒ
ン
ド
ゥ

1
の
三
神
と
ヴ
ア
ル
ナ

g
g
m制
度
の
基
づ
く
各
階
層
の
務
め
や
社
会
慣
習
、
さ
ら
に
六
つ
の
哲
学
学
派
の
概
説

が
あ
る
。
樺
教
は
、
仏
教
の
こ
と
で
あ
り
、
釈
尊
の
出
自
と
上
座
部
と
大
乗
の
グ
ル
ー
プ
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
大
別
し
て
い
る
。
以

下
の
二
教
に
つ
い
て
は
、
始
め
に
ど
の
よ
う
な
宗
教
で
あ
る
か
の
説
明
が
あ
る
が
、
古
代
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め

婆
羅
門
教
は
、

か
、
詳
説
は
な
い
。

浅
井
豊
久
の
「
印
度
哲
皐
諸
派
」
は
四
つ
の
章
か
ら
な
り
、
『
東
洋
哲
拳
』
に
分
割
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章

が
印
度
哲
学
の
起
源
、
附
婆
羅
門
教
の
由
来
、
第
二
章
が
印
度
哲
学
の
種
類
、
第
三
章
が
印
度
哲
学
の
性
質
、
第
四
章
が
結
論
で
あ

る

第
一
章
で
は
、
婆
羅
門
教
の
プ
ラ
フ
マ
ン
は
、
万
物
の
根
本
に
し
て
一
神
教
に
お
け
る
神
や
仏
教
に
お
け
る
真
如
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
プ
ラ
フ
マ
ン
が
三
様
に
顕
現
し
た
も
の
が
、
プ
ラ
フ
マ
!
神
、
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
神
、

シ
ヴ
ア
神
の
三
神
で
あ
る
。
人
は
プ

ラ
1
フ
マ
ナ
回
『
p
y
g
m恒
旬
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
関
宮
守
山
河
印
、
ヴ
ア
イ
シ
ュ
ヤ
〈
包
笥
問
、
シ
ュ

l
ド
ラ
岳
民

E
の
四
ヴ
ア
ル
ナ
が
果
た

す
役
割
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
の
概
略
が
記
さ
れ
、
哲
学
的
思
弁
は
、
釈
尊
が
生
ま
れ
る
少
し
前
に
始
ま
つ



た
。
儀
式
的
宗
教
は
、
多
数
の
信
者
に
対
す
る
表
面
で
あ
り
、
哲
学
的
思
弁
は
、
少
数
の
知
者
に
対
す
る
裏
面
で
あ
る
と
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
ま
ず
釈
尊
以
前
の
婆
羅
門
教
を
、
第
一
期
の
自
然
崇
持
的
段
階
、
第
二
期
の
儀
式
的
段
階
、
第
三
期
の
思
弁
的
段

階
と
宗
教
進
化
論
的
に
配
す
る
と
と
も
に
、
初
期
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
の
比
較
を
し
て
い
る
。
次
に
大
蔵
経
に
見
ら
れ
る
外
道
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
に
よ
る
六
つ
の
哲
学
学
派
を
比
較
し
、
最
後
に
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
学
派
に
属
し
、
二
元
論
を
唱
え

て
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
と
論
争
し
た
マ
ド
ヴ
ア
冨
邑
言
白
が
記
し
た
十
五
派
の
名
称
を
列
挙
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、

ヨ
l
ガ
学
派
、
ミ

l
マ
l
ン
サ

l
学
派
、

ニ
ヤ

l
ヤ
学
派
、
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
、
サ
1
ン
キ
ヤ
学
派
、

ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
学
派
の
順
に
六
つ
の
哲
学
学
派
の
説
を
、
『
勝
宗
十
句
義
論
』
と
『
金
七
十
論
』
や
、

解
説
を
も
と
に
記
し
て
い
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
の

2
.
『
外
道
哲
学
』
概
観

学
問
的
蓄
積
が
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
界
に
入
れ
ず
に
、
日
本
に
あ
る
文
献
の
み
を
使
っ
て
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
イ
ン
ド
哲
学

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
『
外
道
哲
学
』
が
出
版
さ
れ
た
明
治
三
十
年
と
い
う
年
は
、
イ
ン
ド
学
に
つ
い
て
の
文
献
の
発
行

年
と
し
て
は
早
い
時
期
の
文
献
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
経
論
を
基
に
し
て
、
仏
教
の
思
想
展
開
を
考
察
す

る
目
的
で
記
さ
れ
た
論
文
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
円
了
は
、
「
仏
教
哲
学
系
統
論
」
で
博
士
の
学
位
を
取
得
し
(
目
、
明
治
三
十
(
一
八
九
七
)
年
に
そ
の
う

ち
の
第
一
編
と
し
て
『
外
道
哲
学
』
と
い
う
書
籍
を
ま
と
め
て
い
る
。
な
ぜ
『
外
道
哲
学
』
が
第
一
編
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
日

イ
ン
ド
の
哲
学
思
想
に
つ
い
て
仏
教
と
そ
の
他
の
外
道
に
分
け
る
。
そ
し

本
仏
教
と
い
っ
て
も
淵
源
は
古
代
印
度
に
あ
る
の
で
、
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て
、
日
本
に
系
譜
が
伝
播
し
て
い
な
い
外
道
に
つ
い
て
か
ら
始
め
、
最
終
的
に
日
本
仏
教
の
系
統
に
至
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
考
察
範
囲
に
つ
い
て
は
、
『
外
道
哲
学
』
の
緒
言
で
、
「
仏
教
哲
学
系
統
論
」
に
お
け
る
「
仏
教
」
と
は
日
本
仏
教
を

指
す
の
で
、
「
現
今
わ
が
国
に
存
す
る
仏
籍
に
よ
り
、
ひ
ろ
く
諸
説
所
見
を
葉
類
概
括
し
、
も
っ
て
そ
の
裏
面
に
貫
通
せ
る
哲
学
的

系
統
を
考
定
開
示
せ
り
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
そ
の
引
用
お
よ
び
参
考
書
類
は
み
な
、
古
来
日
本
に
お
い
て
翻
刻
あ
る
い
は
新
刊
せ
る

も
の
に
限
り
、
西
洋
印
行
の
仏
籍
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
関
す
る
泰
西
学
者
の
評
論
・
著
作
等
は
こ
れ
を
除
く
て
出
と
、
宣
言
し
て

い
る
。
日
本
国
内
で
供
覧
さ
れ
て
い
る
仏
教
文
献
を
も
と
に
、
日
本
仏
教
の
思
想
的
宗
派
的
な
違
い
を
論
じ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
日
本
に
あ
る
文
献
の
み
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
の
目
標
と
し
て
、
「
仏
教
の
真
相
を
発
見
」
(
出
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
が
、
ま
だ
「
日
本
仏
教
全
体
の
系
統
を
叙
述
せ
る
も
の
も
」
(
川
)
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ま
ず
仏
教
か
ら
哲
学
的
真
理
を

極
め
る
第
一
段
階
に
、
日
本
仏
教
思
想
史
と
し
て
、
「
仏
教
哲
学
系
統
論
」
を
ま
と
め
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
内
容
を
概
観
し
た
い
。
「
緒
論
」
で
は
、
四
性
制
度
、
五
明
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
概
説
を
記
す
。
「
総
論
」
で
は
、
「
外
道
」

と
仏
教
で
呼
ば
れ
る
仏
教
以
外
の
学
派
の
種
類
と
仏
教
と
の
関
係
が
記
さ
れ
る
。
以
後
、
各
論
に
な
る
が
、
ま
ず
そ
の
学
派
の
宇
宙

創
生
が
唯
物
的
で
あ
る
か
唯
心
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
客
観
的
と
主
観
的
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
二
克
論
と
多
元
論
に
分

け
、
四
つ
の
「
各
論
」
が
あ
る
。
仏
説
で
外
道
と
取
り
上
げ
ら
れ
た
学
派
を
、
四
つ
に
分
類
し
た
理
論
に
当
て
は
め
、
各
説
を
解
説

し
て
い
く
。
最
後
に
「
結
論
」
と
し
て
、
プ
ラ
フ
マ
ン
と
ア
l
ト
マ
ン
に
つ
い
て
、
実
有
に
つ
い
て
、
浬
繋
に
つ
い
て
の
三
観
点
か

ら
ま
と
め
て
い
る
。

3
.
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学

と
こ
ろ
で
、
円
了
に
、

イ
ン
ド
哲
学
に
関
す
る
論
文
著
作
は
『
外
道
哲
学
』
以
外
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
円
了
に
よ
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る
他
の
イ
ン
ド
哲
学
に
対
す
る
記
述
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

東
洋
大
学
発
行
の
『
井
上
円
了
選
集
』
で
は
、
『
哲
学
要
領
』
(
明
治
一
九
年
九
月
発
行
)
中
の
「
第
四
段
イ
ン
ド
哲
学
」
が
第
一

巻
に
あ
り
、
七
巻
収
録
の
文
献
に
は
『
純
正
哲
学
講
義
』
(
明
治
二
五
年
十
一
月
|
二
六
年
十
月
発
行
)
(
川
)
の
「
東
洋
哲
学
」
の
な

か
に
「
イ
ン
ド
哲
学
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
『
外
道
哲
学
』
以
降
に
記
さ
れ
た
文
献
と
し
て
、
『
印
度
哲
学
綱
要
』
(
明
治
コ
二
年
七

月
発
行
)
(
川
)
と
『
仏
教
理
科
』
(
明
治
三
八
年
二
一
周
発
行
)
(
川
)
が
同
七
巻
に
あ
る
。
以
上
の
『
哲
学
要
領
』
、
『
純
正
哲
学
講
義
』
、

『
印
度
哲
学
綱
要
』
、
『
仏
教
理
科
』
の
四
点
の
特
徴
を
『
井
上
円
了
選
集
』
か
ら
概
略
し
た
い
。

ま
ず
、
『
哲
学
要
領
』
は
、
「
第
二
段
東
洋
哲
学
」
で
大
ま
か
に
イ
ン
ド
と
中
国
に
も
独
自
の
哲
学
思
想
が
あ
る
と
い
い
、
「
第
四

段
イ
ン
ド
哲
学
」
に
進
む
。
神
の
意
志
に
よ
る
世
界
創
造
を
信
じ
る
ミ
1
マ
l
ン
サ
l
学
派
と
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
学
派
が
含
ま
れ
る

信
神
教
、
神
を
立
て
な
い
仏
教
が
入
る
不
信
神
教
、
中
間
的
な
サ
1
ン
キ
ヤ
学
派
と
ニ
ヤ
l
ヤ
学
派
な
ら
び
に
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ

学
派
の
三
つ
に
分
け
る
。
こ
こ
で
は
、
信
神
教
を
い
う
婆
羅
教
と
仏
教
を
い
う
釈
迦
教
に
つ
い
て
論
じ
る
。
婆
羅
教
で
は
、
鶏
卵
説

に
よ
る
宇
宙
創
生
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
釈
迦
教
で
は
、
日
本
仏
教
の
各
宗
派
が
、
哲
学
の
分
類
に
従
う
と
ど
の
よ
う
な
も
の
に
あ

た
る
か
が
記
さ
れ
、
最
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
者
が
唱
え
た
学
説
と
の
類
似
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
純
正
哲
学
講
義
』
は
、
「
総
論
」
で
ペ
ル
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
思
想
も
東
洋
哲
学
に
含
め
ら
れ
る
が
、
後
世
へ
の
影
響
と

い
う
点
か
ら
見
る
と
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
古
代
思
想
が
双
壁
で
あ
る
と
し
て
、
研
究
状
況
の
概
説
が
さ
れ
る
。
「
イ
ン
ド
哲
学
」
で

は
、
イ
ン
ド
の
西
暦
一

O
O
O年
以
前
の
歴
史
は
、
他
国
と
の
交
渉
が
な
い
事
柄
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
と
い
う
断
り
か
ら

始
ま
る
。
イ
ン
ド
思
想
は
、
婆
羅
門
学
派
と
し
て
い
る
ヴ
ェ
ー
ダ
に
つ
い
て
の
学
問
が
始
ま
り
に
あ
り
、
そ
れ
を
正
統
ヒ
ン
ド
ゥ

l

の
ミ
l
マ
l
ン
サ
l
学
派
と
ヴ
ェ
ー
ダ
1
ン
タ
学
派
が
含
ま
れ
る
信
神
学
派
、
仏
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
が
含
ま
れ
る
正
統
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

か
ら
見
れ
ば
異
端
で
あ
る
不
信
神
学
派
、
六
学
派
の
う
ち
の
そ
の
他
四
学
派
が
ヒ
ン
ド
ゥ

l
に
入
る
が
信
仰
の
度
合
い
が
薄
い
中
間
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学
派
と
い
う
よ
う
に
三
つ
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
イ
ン
ド
の
社
会
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
と
五
時
教
判
に
基
づ
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く
釈
尊
の
一
代
記
が
仏
教
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
『
印
度
哲
学
綱
要
」
は
、
『
外
道
哲
学
』
の
内
容
を
簡
略
化
し
た
「
綱
要
書
」
で
あ
り
、
日
本
の
仏
教
各
派
各
宗
に
お
け
る

僧
侶
養
成
の
中
等
教
育
に
適
用
す
る
と
い
う
方
針
で
、
一
年
間
の
講
義
の
た
め
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
三
十
三
の
章
に
試

験
問
題
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
漢
訳
対
照
表
が
つ
く
。
引
か
れ
て
い
る
文
献
は
、
『
外
道
哲
学
』
同
様
に
大
蔵
経
典
の
み
で
あ
る
。
『
カ

ウ
テ
イ
リ
l
ヤ
ア
ル
タ
シ
ャ

l
ス
ト
ラ
』
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
イ
ン
ド
で
分
け
ら
れ
て
い
る
学
問
分
野
の
大
枠
で

あ
る
五
明
の
各
論
か
ら
始
ま
る
。
次
に
、
ヴ
ェ
ー
ダ
と
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
の
構
成
を
説
き
、
釈
尊
在
世
時
ま
で
に
表
れ
た
諸
学
派
の

一
つ
ず
つ
解
説
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
六
つ
の
哲
学
学
派
の
な
か
で
も
ヴ
ア
イ
シ
ェ

1
シ
カ
学
派
と
サ
l
ン

学
説
を
分
類
分
け
し
、

キ
ヤ
学
派
の
説
を
漢
訳
文
献
に
基
づ
い
て
説
明
し
、
仏
教
と
関
連
す
る
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
を
認
め
る
思
想
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

る
最
後
に
『
仏
教
理
科
』
は
、
仏
教
の
文
献
に
書
か
れ
て
い
る
理
系
的
と
い
え
る
教
理
以
外
の
事
柄
に
つ
い
て
講
義
し
た
内
容
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
学
関
係
は
、
「
第
四
講
開
聞
論
」
の
な
か
の
「
第
一
段
外
道
開
闘
論
第
一
党
天
自
在
天
」
と

「
第
二
段
外
道
開
聞
論
第
二
数
論
勝
論
」
で
あ
る
。
前
者
に
は
、
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
神
に
よ
る
宇
宙
開
聞
神
話
、
原
人
プ
ル
シ
ャ
解
体
神

話
、
シ
ヴ
ァ
神
に
よ
る
宇
宙
開
聞
神
話
の
三
つ
が
採
ら
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
、
サ
l
ン
キ
ヤ
学
派
の
プ
ラ
ク
リ
テ
イ
が
展
開
し
諸

物
が
生
ま
れ
た
と
い
う
説
と
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
の
多
元
論
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
箇
所
以
外
で
も
、
学
問

ヒ
ン
ド
ゥ

l
の
分
類
も
仏
教
の
分
類
も
同
一
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
『
金
七
十
論
』
と
『
勝
宗
十
句
義
論
』

分
野
に
つ
い
て
は
、

が
期
に
応
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
選
集
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
論
文
を
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
略
記
し
、
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学
に
対
し
て
、

と
く
に
興
味
を



持
っ
た
範
囲
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な
も
の
の
な
か
に
「
印
度
外
道
の
名
敷
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
二
九
年
八
月
発
行
の

「
東
洋
哲
拳
』
第
三
編
第
八
号
に
発
表
さ
れ
た
二
頁
ほ
ど
の
小
編
で
あ
り
、
漢
訳
仏
典
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
六
師
外
道

に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
学
問
系
統
が
九
十
五
や
九
十
六
あ
る
と
い
う
説
を
、
『
薩
婆
多
論
』
、
『
維
摩
経
』
と
『
浬
繋
経
』
、
『
真
言

そ
の
数
の
区
分
は
、
中
国
に
お
け
る
百
家
の
よ
う
に
、
多
数
の
学
問
学
派
が
あ
っ

教
誠
義
』
、
『
義
林
章
纂
註
』

の
四
つ
か
ら
挙
げ
、

た
こ
と
を
示
す
が
、
旦
(
体
的
な
派
が
そ
の
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

4
.
ま
と
ゆ

明
治
二
九
年
ま
で
の
イ
ン
ド
に
関
す
る
研
究
発
表
と
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学
に
関
す
る
発
表
を
見
て
き
た
が
、

成
果
を
紹
介
す
る
よ
う
に
、
学
説
を
引
用
す
る
も
の
、
漢
訳
さ
れ
た
語
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
何
と
い
っ
た
の
か
の
対
照
を
中
心
と

す
る
も
の
、
漢
訳
さ
れ
た
仏
教
以
外
の
文
献
を
使
っ
て
イ
ン
ド
正
統
派
の
学
問
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
、
以
上
の
三
種
類
が
見
て

取
れ
る
。
円
了
の
立
場
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
後
の
漢
訳
文
献
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
外
道
哲
学
』
に
明
記
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
と
比
較
し
て
記
述
す
る
場
合
を
除
け
ば
、
堅
持
し
て
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究

そ
の
他
の
文
献
に
お
い
て
も
、

る
。
こ
の
時
期
の
イ
ン
ド
学
文
献
は
、
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
は
ま
れ
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
長
く
渡
る
も
の
は
連
載
形
式
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
学
と
は
限
ら
な
い
が
、
過
半
数
の
雑
誌
に
円
了
の
発

表
が
あ
る
。
ま
た
、
他
の
発
表
者
も
円
了
と
知
己
が
多
い
。
ま
た
、
分
野
は
、
仏
教
で
あ
っ
て
も
釈
尊
に
つ
い
て
の
よ
う
に
場
所
が

イ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
場
合
に
「
印
度
学
」
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
個
別
の
哲
学
学
派
に
つ
い
て
は
、
井
上

哲
次
郎
が
ニ
ヤ
l
ヤ
学
派
と
六
師
外
道
の
ニ
ガ
ン
タ
・
ナ

i
タ
プ
ッ
タ

Z
紅
白
恒
ー
寄
ω
Z
M
1
y
m℃
E
E
の
違
い
を
発
表
し
た
以
外
は
、

い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

サ
1
ン
キ
ヤ
学
派
と
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
学
派
に
限
ら
れ
る
。
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そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
に
お
い
て
、
円
了
は
、
『
哲
学
要
領
』
な
ど
の
初
期
の
著
作
で
は
、
六
つ
の
哲
学
学
派
と
仏
教
、
ジ
ャ
イ

ナ
教
を
宇
宙
創
生
と
神
観
念
の
面
か
ら
三
つ
に
分
け
る
考
え
方
を
と
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
『
外
道
哲
学
』
に
お
い
て
六
つ
の
哲

学
学
派
以
外
の
思
想
も
加
え
て
分
類
す
る
際
に
、
宇
宙
創
生
を
唯
物
論
と
唯
心
論
の
二
つ
に
、
一
元
論
と
多
元
論
を
組
み
合
わ
せ
た

四
つ
に
分
類
す
る
も
の
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
変
化
後
の
分
類
方
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
分
類
方
法
を
応
用
し
た
、
そ
れ
ま
で
の

イ
ン
ド
と
日
本
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
分
類
方
法
で
あ
る
。
円
了
も
「
印
度
外
道
の
名
敷
」
で
数
え
上
げ
て
い
る
が
、
仏
説
の
な
か

で
挙
が
っ
て
い
る
九
十
六
の
外
道
説
を
一
つ
ず
つ
分
類
し
、
分
析
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
誰
一
人
と
し
て
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
行
っ
た
研
究
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
も
、
博
士
号
請
求
論
文
に
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。

【註】
(
1
)
 
「
円
」
の
字
に
つ
い
て
、
戸
籍
で
は
「
園
」
と
な
っ
て
お
り
、
刊
本
で
は
一
般
に
旧
字
の
「
園
」
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
哲
学
堂
公
園

に
あ
る
「
哲
拳
闘
」
と
記
さ
れ
た
標
柱
の
裏
側
に
彫
ら
れ
た
名
前
は
、
国
構
え
の
な
か
が
口
の
下
に
貝
で
は
な
く
、
ム
に
員
を
使
う
僧

職
が
よ
く
使
っ
た
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
弟
の
藤
井
園
順
も
、
東
洋
大
学
所
蔵
の
『
哲
拳
館
大
事
紀
念
堂
即
哲
拳
堂
来
観
諸
君
名
簿
』

の
自
署
に
お
い
て
、
こ
の
特
殊
な
「
円
」
の
字
を
使
っ
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
円
了
に
お
け
る
こ
の
文
字
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、

不
明
で
あ
る
。
以
下
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
載
を
尊
重
し
た
。

本
稿
で
使
用
す
る
『
外
道
哲
学
』
は
、
井
上
円
了
著
、
井
上
円
了
選
集
等
編
集
委
員
会
編
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
三
巻
、
東
洋
大
学
、

二
O
O三
年
で
あ
る
。
同
書
の
解
説
に
は
、
立
川
武
蔵
「
井
上
円
了
の
『
外
道
哲
学
』
」
(
六
八
八
七

O
六
頁
)
、
清
水
乞
「
井
上
哲

次
郎
「
イ
ン
ド
哲
学
史
」
草
稿
と
井
上
円
了
の
『
外
道
哲
学
』
」
(
七

O
七
|
七
四
三
頁
)
が
付
さ
れ
て
い
る
。

『
井
上
円
了
選
集
』
第
十
三
巻
二
ハ

O
頁
か
ら
一
六
一
頁
に
あ
る
『
西
航
日
記
』
の
な
か
の
上
海
に
お
け
る
記
述
で
、
日
本
人
の
欠
点

を
挙
げ
な
が
ら
も
、
優
越
感
か
ら
「
日
本
人
の
心
は
富
峰
と
と
も
に
き
よ
し
」
と
し
て
大
清
国
と
諮
議
す
る
と
と
も
に
、
「
日
本
人
の

気
質
七
匁
に
シ
ナ
人
の
気
質
三
匁
を
調
合
」
す
る
と
「
東
洋
の
人
物
の
や
や
完
全
な
る
者
を
得
」
る
、
と
記
し
て
い
る
。

(
2
)
 

(
3
)
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(
4
)
 

(
5
)
 
当
時
の
地
名
表
示
は
カ
ル
カ
ッ
タ
。

安
政
六
(
一
八
五
九
)
年
、
越
後
国
与
板
に
生
ま
れ
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
、
円
了
と
閉
じ
頃
に
現
在
の
新
潟
県
立
長
岡
高
校
に

通
い
、
ま
た
、
慶
応
義
塾
や
東
京
大
学
で
学
ん
で
い
る
。
こ
の
と
き
は
大
谷
光
瑞
が
指
揮
し
た
探
検
隊
の
一
員
と
し
て
、
イ
ン
ド
に

渡
っ
て
い
た
。
奇
し
く
も
清
津
満
之
と
同
日
の
こ
の
翌
年
で
あ
る
一
九

O
三
(
明
治
三
十
六
)
年
六
月
六
日
に
、
ロ
ン
ド
ン
へ
赴
く
途

中
の
マ
ル
セ
イ
ユ
で
客
死
し
た
。

『
円
了
選
集
』
第
二
三
巻
、
一
七
六
頁
よ
り
。

同
右
、
一
七
六
頁
、
一

O
行
目
。

井
上
円
了
著
、
井
上
円
了
選
集
等
編
集
委
員
会
編
『
井
上
円
了
選
集
』
第
十
三
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
、
三
三
四
頁
、
二
五

行。同
右
、
三
四
三
頁
、
ニ
行
。

井
上
円
了
著
、
東
洋
大
学
創
立
一

O
O周
年
記
念
論
文
集
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
円
了
選
集
』
第
三
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
八
七
年
、

三
三
一
頁
一
五
行
。
ま
た
、
『
仏
教
活
論
序
論
』
の
現
代
語
訳
と
し
て
、
井
上
円
了
著
、
佐
藤
厚
訳
『
現
代
語
訳
仏
教
活
論
序
論
』
大

東
出
版
社
、
二

O
一
二
年
が
あ
る
。

『
井
上
円
了
選
集
』
第
三
巻
三
三
二
頁
に
お
い
て
、
円
了
自
身
に
つ
い
て
は
、
「
学
者
の
地
位
に
あ
た
る
も
の
は
、
護
国
の
た
め
に
真
理

を
愛
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
真
理
を
愛
す
る
は
す
な
わ
ち
国
家
を
護
す
る
も
の
な
り
」
と
い
い
な
が
ら
、
「
真
理
を
講
究
し
て
い
さ

さ
か
国
家
の
た
め
に
尽
く
す
」
の
で
、
「
愛
理
を
先
に
し
て
、
護
国
を
後
に
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
今
は
真
理
を
求
め
て
い
る
と
い
っ

て
い
る
。

佐
々
木
隆
『
明
治
人
の
力
量
日
本
の
歴
史
二
一
』
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二

O
一
O
年
、
「
序
章
不
属
独
立
を
求
め
て
」
九
|
一
一
一
二

頁
に
よ
っ
た
。

初
め
て
日
本
に
渡
来
し
た
南
ア
ジ
ア
出
身
者
は
、
『
続
日
本
紀
』
に
記
述
が
あ
る
菩
提
遷
那
(
七

O
四

年

七

六

O
年
)
で
あ
る
。
菩

提
選
那
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
八
(
七
三
六
)
年
に
玄
防
ら
が
帰
朝
し
た
際
に
同
船
し
、
東
大
寺
大
仏
の
開
眼
導
師
を
務
め
、
僧
綱
で

僧
正
に
位
し
た
た
め
婆
羅
門
僧
正
と
呼
ば
れ
た
。
一
方
、
日
本
か
ら
南
ア
ジ
ア
に
渡
っ
た
最
初
の
人
は
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日

本
史
』
六
巻
に
よ
れ
ば
、
一
五
四
九
年
に
ゴ
ア
で
洗
礼
を
受
け
た
後
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ピ
エ
ル
の
通
訳
を
務
め
た
ヤ
ジ
ロ
ウ
で
あ

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)

(ロ)
(
日
)
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る
と
さ
れ
る
(
松
田
毅
一
、
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
6
豊
後
篇
I
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、
一
七
一
八
頁
)
。
ま

た
、
又
引
き
に
な
る
が
、
加
藤
祐
三
『
幕
末
外
交
と
開
国
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
O
二
一
年
)
の
七
五
頁
に
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

『
日
本
』
に
た
い
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
之
英
文
抄
訳
の
解
説
で
「
日
本
人
は
、
原
始
時
代
以
来
膨
大
な
数
の
船
舶
を
有
し
、
中
国
人
と

同
様
に
商
人
達
は
近
隣
諸
国
を
往
来
・
交
易
し
、
そ
の
足
跡
は
は
る
か
ペ
ン
ガ
ル
に
ま
で
及
ん
で
い
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
宮
内
庁

三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
明
治
十
二
年
明
治
天
皇
御
下
命
「
人
物
写
真
帖
」
|
四
五
O
O
余
名
の
自
像
』
(
菊
葉
文
化
協
会
、
二
O
一
三
年
)

八
四
頁
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
何
に
依
っ
た
か
分
か
ら
な
い
が
「
イ
ン
ド
へ
初
め
て
上
陸
し
た
日
本
人
と
さ
れ
る
島
地
黙
雷
」
と
あ

る
。
そ
の
他
に
遺
精
使
・
遣
唐
使
の
随
員
と
し
て
大
陸
に
渡
っ
た
人
々
の
中
で
南
ア
ジ
ア
人
と
交
流
持
っ
た
こ
と
が
分
か
る
事
例
と
し

て
、
空
海
が
、
長
安
に
お
い
て
善
無
為
か
ら
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
習
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

漢
訳
に
よ
る
用
語
で
は
勝
論
学
派
。

漢
訳
に
よ
る
用
語
で
は
数
論
学
派
。

井
上
円
了
著
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
二
巻
、
東
洋
大
学
、
二
O
O
三
年
、

三
十
七
頁
。

『
円
了
選
集
』
第
一
一
一
一
巻
、
左
二
十
|
三
十
五
頁
。

同
右
、
左
三
十
六
!
四
十
四
頁
。

同
右
、
左
四
十
五
五
十
二
頁
。

同
右
、
左
五
十
三
|
七
十
頁
。

那
珂
に
対
し
て
、
明
治
三
O
年
、
井
上
哲
次
郎
は
「
樺
迦
種
ノ
起
源
ニ
閥
ス
ル
考
謹
」
を
『
太
陽
』
三
巻
六
号
、

た。『
園
家
雑
誌
』
六
O
|
六
三
号
、
一
八
九
二
年
。

『
園
家
雑
誌
』
七
七
号
、
一
八
九
三
年
。

『
園
家
雑
誌
』
八
七
号
、
一
八
九
四
年
。

『
哲
皐
雑
誌
』
七
巻
六
八
号
、
一
八
九
二
年
。

『
併
教
史
林
』
一
巻
一
二
号
、
一
八
九
四
年
。

(
M
)
 

(
日
)

(
日
)

(
打
)

(
問
)

(
悶
)

(
却
)

(
幻
)
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十
四

七
号
発
表
し
、
答
え

(
包
)

(
幻
)

(
M
)
 

(
お
)

(
部
)



(
幻
)

(
却
)

(
却
)

(
叩
)

(
出
)

(
幻
)

(
お
)

(
叫
)

『
併
教
史
林
』
一
巻
三
、
五
号
、
一
八
九
四
年
。

『
例
教
史
林
』
一
巻
六
、
八
号
、
一
八
九
四
年
。

『
東
洋
哲
皐
』
二
巻
一
号
、
一
八
九
五
年
。

『
東
洋
哲
事
』
一
巻
一
二
、
五
号
、
一
八
九
四
年
。

『
太
陽
』
一
巻
八
号
、
一
八
九
五
年
。

『
東
洋
哲
挙
』
一
巻
四
号
、
一
八
九
四
年
。

「
禅
宗
』
一
五
|
一
七
、
一
九
l
二
O
号
、
一
八
九
六
年
。

石
山
洋
他
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
雑
誌
記
事
集
成
人
文
科
学
編
第
三
九
巻
東
洋
史
三
』
、
陪
星
社
、

コ
一
五
四
頁
。

『
日
本
之
教
事
』
一
四
号
、
一
八
八
八
年
。

『
ゅ
に
て
り
あ
ん
』
一
六
号
、
一
八
九
一
年
。

『
東
洋
哲
撃
』
二
巻
三
分
、
一
八
九
五
年
。

『
教
学
論
集
』
一
二
ハ
、
二
七
号
、
一
八
八
六
年
。

『
悌
教
史
林
』
三
巻
三

O
号
、
一
八
九
六
年
。

『
哲
拳
雑
誌
』
七
巻
六
五
号
、
一
八
九
四
年
。

『
東
洋
哲
学
』
一
巻
二
号
、
一
八
九
四
年

「
教
皐
論
集
』
二
八
、
三
九
、
二
二
号
、
一
八
八
六
年
。

『
日
本
之
教
事
』
六
号
、
一
八
八
八
年
。

『
六
合
雑
誌
』
九
三
、
九
三
号
、
一
八
八
八
年
。

『
日
本
之
教
皐
』
一
八
号
、
一
八
八
九
年
。

『
例
教
』
四

O
、
四
六
号
、
一
九
九
二
年
。

『
悌
教
』
五
五
|
五
九
、
六
一
、
六
三
|
六
四
号
、
一
九
九
五
年
。

『
無
護
燈
』
一
巻
三
、
五
、
八
、
一

O
号
、
一
八
九
六
年
。

(
お
)

(
部
)

(
幻
)

(
犯
)

(
泊
)

(
却
)

(
剖
)

(
必
)

(

門

知

)

(
叫
)

(
伍
)

(
日
明
)

(
幻
)

(
特
)

一
九
九
七
年
、
コ
一
三
八
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(

川

崎

)

(
印
)

(
日
)

(
臼
)

(
臼
)

(
日
)

(
臼
)

(
出
)

(
町
)

(
時
)

(
印
)

(
的
)

(
臼
)

(
臼
)

(
臼
)

(
臼
)

(
臼
)

(
侃
)

(
町
)

(
伺
)

(
印
)

(
叩
)

(
円
)

「
六
合
雑
誌
」
一
八
二
号
、
一
八
九
六
年
。

『
宗
教
』
六
二
号
、
一
九
九
六
年
。

「
六
合
雑
誌
』
九
九
号
、
一
八
八
九
年
。

『
哲
挙
雑
誌
』
九
巻
八
五
、
八
七
号
、
一
八
九
四
年
。

『
六
合
雑
誌
』
二
ハ
九
、
一
七
て
一
七
四
、
一
七
六
、

『
東
洋
哲
撃
』
三
一
巻
三
号
、
一
八
九
六
年
。

『
東
洋
哲
撃
』
三
巻
五
号
、
一
八
九
六
年
。

「
印
度
古
代
の
宗
教
の
愛
達
」
を
記
し
た
管
虎
雄
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
密
般
教
法
』
一

O
九
、
一
一
一
号
、
一
八
九
四
年
。

『
太
陽
』
二
巻
一
、
二
号
、
一
八
九
六
年
。

『
東
洋
哲
皐
』
三
巻
一
号
、
一
八
九
六
年
。

『
無
蓋
燈
』
二
巻
三
号
、
一
八
九
六
年
。

『
哲
挙
雑
誌
』
八
巻
八
二
、
八
三
一
号
、
一
八
九
三
年
。

『
東
洋
哲
由
学
』
二
巻
二
四
号
、
一
八
九
五
年
。

『
傍
教
』
九

O
号
、
一
八
九
四
年
。

「
密
巌
教
法
』
一

O
八
号
、
一
八
九
四
年
。

『
密
巌
教
法
』
一
一
五
一
一
七
号
、
一
八
九
四
年
。

「
密
巌
教
法
』
一
一

O
号
、
一
八
九
四
年
。

『
東
洋
哲
皐
』
二
巻
二
号
、
一
八
九
五
年
。

『
東
洋
哲
皐
』
三
巻
三
号
、
一
八
九
五
年
。

『
哲
挙
雑
誌
』
一

O
巻
九
九
、
一

O
O号
、
一
八
九
五
年
。

『
太
陽
』
二
巻
六
号
、
一
八
九
六
年
。

『
無
蓋
燈
』
一
巻
六
、
八
号
、
一
八
九
五
年
。

一
七
七
、

一
八

O
号、
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一
八
九
五
年
。



(
花
)

(
均
)

(
日
)

(
旬
)

(
河
)

(
打
)

(
m
m
)
 

(
河
)

(
剖
)

(
剖
)

(
回
)

(
問
)

(
斜
)

(
出
)

(
部
)

(
肝
)

(
槌
)

(
的
)

(
卯
)

(
別
)

(
回
)

(
回
)

(
倒
)

『
宗
教
』
二
一
六
、
三
七
号
、
一
八
九
四
年
。

『
侍
燈
』
一
一
二
、
五
|
八
号
、
一
八
九

O
年。

「
哲
皐
雑
誌
』
七
巻
六
五
号
、
一
八
九
二
年
。

『
哲
挙
雑
誌
』
二
巻
二
二
号
、
一
八
八
八
年
。

『
教
李
論
集
』
五

O
号
、
一
八
八
八
年
。

『
日
本
之
教
事
』
七
号
、
一
八
八
八
年
。

『
哲
皐
雑
誌
』
七
巻
七

O
号
、
一
八
九
二
年
。

『
停
燈
」
二
一
九
号
、
一
八
九
三
年
。

『
六
合
雑
誌
』
一
五
五
、
一
五
六
号
、
一
八
九
三
年
。

『
密
巌
教
法
』
一
一
九
、
二
一
二
、
二
一
四
|
一
二
六
、

『
東
洋
哲
事
」
一
巻
九
|
一

O
号
、
一
八
九
四
年
。

『
哲
撃
舎
雑
誌
』
一
巻
三
号
、
一
八
八
八
年
。

『
日
本
之
教
事
』
六
号
、
一
八
八
八
年
。

『
東
洋
哲
撃
』
一
巻
四
、
七
|
八
、
一
一
号
、
一
八
八
八
年
。

『
傍
教
』
六

O
、
六
二
、
六
七
号
、
一
八
九
三
年
。

『
密
巌
教
法
』
一

O
九
号
、
一
八
九
四
年
。

『
傍
教
史
林
』
一
一
編
三
号
、
一
八
九
四
年
。

『
併
教
』
一
一
六
号
、
一
八
九
六
年
。

『
宗
教
』
四

O
、
四
四
号
、
一
八
九
五
年
。

『
東
洋
哲
且
ご
三
巻
四
、
五
号
、
一
八
九
六
年
。

『
東
洋
哲
皐
』
二
巻
四
号
、
一
八
九
五
年
。

『
東
洋
哲
事
』
一
二
巻
一
号
、
一
八
九
六
年
。
ま
た
、
ヴ
イ
エ
カ
ナ
ン
、
ダ
は
ヴ
イ
グ
エ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
こ
と
で
あ
る
。

『
東
洋
哲
拳
』
一
巻
一
一
号
、
一
八
九
五
年
。

一
二
八
、

一
三
一
一
三
四
号
、

一
八
九
四
年
。
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(
部
)

(
鮪
)

(
肝
)

(
佃
)

(
叩
)

(
削
)

(
肌
)

(
問
)

『
停
燈
』
一
八
号
、
一
八
九
二
年
。

『
太
陽
』
二
巻
七
号
、
一
八
九
六
年
。

『
太
陽
』
二
巻
一
九
号
、
一
八
九
六
年
。

『
東
洋
哲
拳
』
三
巻
八
号
、
一
八
九
六
年
。

『
哲
拳
雑
誌
』
七
巻
六

O
号
、
一
八
九
二
年
。

石
山
洋
他
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
雑
誌
記
事
集
成
人
文
科
学
編
第
四

O
巻
仏
教
学
一
』
、
陪
星
社
、

|
五
一
五
頁
。

三
橋
猛
雄
著
『
明
治
前
期
思
想
史
文
献
』
、
明
治
堂
書
底
、
一
九
七
六
年
。

弘
化
三
(
一
八
四
六
)
年
|
大
正
八
(
一
九
一
九
)
年
、
信
濃
国
高
島
藩
出
身
、
子
爵
、
第
二
次
、
第
四
次
伊
藤
博
文
内
閣
の
蔵
相

(
中
村
元
・
武
田
清
子
監
修
「
近
代
日
本
哲
学
思
想
家
辞
典
』
、
東
京
書
籍
、
一
九
八
二
年
)
。
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
I
・
上

(
東
洋
大
学
創
立
一

O
O年
史
編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
創
立
一

O
O年
史
編
纂
室
編
、
東
洋
大
学
発
行
、
一
九
八
八
年
)
七
七
頁
、

「
四
六
私
立
哲
学
館
設
立
賛
助
者
」
(
『
哲
学
館
講
義
録
』
第
三
期
第
二
年
級
第
二
四
号
、
明
治
二
四
年
六
月
)
に
氏
名
が
挙
が
っ
て
い

る
。
本
書
は
二
度
目
の
大
蔵
大
臣
を
辞
め
た
後
に
ま
と
め
た
も
の
。
兄
の
千
秋
も
伯
爵
と
な
っ
た
。

文
政
元
(
一
八
一
五
)
年
|
明
治
一
五
(
一
八
八
二
)
年
、
肥
後
出
身
の
真
宗
僧
。
西
洋
文
明
を
使
っ
た
併
教
排
撃
に
対
し
、
須
弥
山

説
擁
護
の
論
陣
を
張
り
、
政
府
に
建
白
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
保
守
反
動
的
な
運
動
を
し
た
(
中
村
元
・
武
田
清
子
監
修
『
近
代
日
本

哲
学
思
想
家
辞
典
』
、
東
京
書
籍
、
一
九
八
二
年
)
。
近
年
の
佐
田
介
石
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
常
塚
聴
の
「
近
代
仏
教
に
お
け
る
世
界

観
と
社
会
観
一
真
宗
僧
佐
田
介
石
を
中
心
と
し
て
」
『
宗
教
研
究
』
八
五
巻
四
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
ニ

O
二
二
年
、
二
一

O
八

一

二
O
九
頁
。
「
真
宗
僧
佐
田
介
石
に
お
け
る
護
国
思
想
と
護
法
思
想
日
須
弥
山
説
を
巡
っ
て
」
『
宗
教
研
究
』
八
四
巻
四
号
、
日
本
宗
教

学
会
、
二

O
一
二
年
、
一
二

O
二
|
一
二

O
三
頁
。
「
近
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
科
学
日
真
宗
僧
佐
田
介
石
を
例
と
し
て
」
『
宗
教
研

究
』
八
三
巻
四
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二

O
一
一
年
、
一
四
二
七
|
一
四
二
八
頁
な
ど
、
近
年
研
究
が
多
く
さ
れ
て
い
る
。

原
物
は
国
立
科
学
博
物
館
に
て
展
示
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財
で
あ
る
。

三
橋
猛
雄
編
『
明
治
前
期
思
想
史
文
献
』
、
明
治
堂
書
底
、
一
九
七
六
年
、
三

O
三
頁
。

ク
ラ
l
ク
の
氏
素
性
は
不
明
で
あ
る
。
類
推
を
す
れ
ば
、
石
川
舜
台
が
明
六
社
の
社
員
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
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一
九
九
七
年
、
五

O
O

(m) 

(
胤
)

(
邸
)

(
鵬
)

日
本
に
来
て
い
た
ク



ラ
l
ク
の
な
か
か
ら
考
え
る
と
、
東
京
開
成
学
校
で
教
え
て
い
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ォ

l
レ
ン
・
ク
ラ
l
ク
切
込
者
同
丘
者
R
5ロ
ロ
同
長

で
あ
ろ
う
か
。

ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
不
明
だ
が
、
例
え
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
伊
東
武
彦
編
『
新
演
説
』
第
一
集
(
大
成
館
、
一
八
九

O
年
)

と
『
大
家
演
説
』
(
東
雲
堂
、
一
八
九

O
年
)
に
お
い
て
と
も
に
「
教
育
の
真
目
的
」
と
い
う
発
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ヲ
ル
ゴ
ッ
ト

が
い
る
。
ま
た
、
後
者
に
は
、
円
了
も
「
哲
学
必
要
論
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

出
版
社
は
哲
学
書
院
で
あ
り
、
出
版
人
は
円
了
で
あ
る
。

渡
透
、
二
一
良
四
七
行

現
在
は
「
実
体
」
乱

E
d白
と
す
る
。

現
在
は
「
性
質
」
官
官
と
す
る
。

現
在
は
「
運
動
」

W
R自
由
と
す
る
。

山
内
四
郎
「
井
上
円
了
の
学
位
に
就
い
て
」
『
井
上
円
了
研
究
』

1
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
会
第
三
部
会
、
一
九
八
六
年
三
月
、

改
訂
正
版
。
山
内
四
郎
「
井
上
円
了
の
学
位
に
就
い
て
(
訂
補
)
」
『
井
上
円
了
研
究
』

5
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
会
第
三
部
会
、

一
九
八
六
年
三
月
。

『
円
了
選
集
』
第
二
二
巻
、
一
四
頁
七
|
十
行
。

同
右
、
一
四
頁
十
一
行
。

同
右
、
一
四
頁
十
三
行
。

該
当
箇
所
は
、
井
上
円
了
著
、
井
上
円
了
選
集
等
編
集
委
員
会
編
「
井
上
円
了
選
集
』
第
七
巻
、
東
洋
大
学
、

一
O
三
頁
。

該
当
箇
所
は
、
井
上
円
了
著
、
井
上
円
了
選
集
等
編
集
委
員
会
編
『
井
上
円
了
選
集
』
第
七
巻
、
東
洋
大
学
、

|
二
九
五
頁
。

該
当
箇
所
は
、
井
上
円
了
著
、
井
上
円
了
選
集
等
編
集
委
員
会
編
『
井
上
円
了
選
集
』
第
七
巻
、
東
洋
大
学
、

三
四
六
頁
。

(
即
)

(
肌
)

(
則
)

(
川
)

(
山
)

(
山
)

(
山
)

(
山
)

(
川
)

(
川
)

(
山
)

(
川
)

(
川
)

一
九
九

O
年
、
九
七
|

一
九
九

O
年、

一
八
三

一
九
九

O
年
、
三
三
三
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